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学 位 論 文 題 名 

Dynamical downscaling of future sea-level change in the western North Pacific using ROMS 

 (ROMS を用いた力学的ダウンスケーリングによる北西太平洋の将来海面高度変化の予測） 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

地球温暖化の様々な側面の中でも，海面上昇は社会に直接大きく影響する可能性がある．

周囲を海に囲まれた日本にとっても，将来どの程度海面が上昇し得るのかを明らかにする

ことは重要である．地球温暖化に関する将来予測の基礎となるのは，大気・海洋・陸面・

雪氷などからなる気候システムをコンピュータ上に再現する気候数値モデルである．しか

し，社会にとって有用な情報を得るには気候モデルの解像度は粗すぎることが多い．その

粗い気候モデルの出力を用いて，より空間的に詳細な情報を得る手法をダウンスケーリン

グと呼ぶ．将来気候に関するダウンスケーリングは気象についてはかなり広く用いられて

いるが，海洋についてはいまだその適用例は少ない． 

このような背景の下に，本論文は日本沿岸において今世紀末までにどれだけの海面上昇

が生じ得るのかを，明らかにすることを目的とした．そのために著者は，日本および周辺

海域で生じる将来の海面上昇に正面から取り組むダウンスケーリングを初めて行った．具

体的には，先行研究によって全球平均以上の海面上昇が生じることが予想されている日本

東方において，特に大きな海面上昇を示す気候モデル３つを選び，それぞれについて，

Regional Ocean Modeling Systems (ROMS)と呼ばれる領域海洋数値モデルを用いてダウン

スケールを行った．その結果，21世紀末における海面上昇は20世紀末に比べて，日本沿岸

では世界平均よりも最高で約30 cm大きくなり得ること，またその場所は黒潮続流離岸点付

近であることが判明した．さらに，わが国の主要四島以外の太平洋の亜熱帯域(おおむね35°N

以南)の島では，主要四島以上の海面上昇が生じる可能性が指摘された．これらの海面高度

変化には，太平洋の海洋循環の変化が密接に関係していることが明らかになった． 

これらの結果は，海面上昇を理解し予測する上で重要な成果である．よって著者は，北

海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める． 


